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　Abstract : This study is ｒｅ】atedto the application techniques of multistage linear programming
in regional forestry economy. The theoretical model-building to this economy results in constraints
(1) and objective function (2). Its applied programming model to the real forestry economy and this
optimum solution are shown in constraints (3)i objective function (4) and Tab. (4). Through this model-
building and applicatroii) the following is confirmed;
　1. Profit coefficients are to be epually weighted in each stage.
　2. Artificial forest processes are to be in activity by the assumption of immediate plantation after
　　harvest.
　3. It is required that the reforestation process of an age-class is limited only one.
　4. An expansion afforestation process is to be acted in an activ･itylevel determined in advance.
　5. The levels of profit and labor resource activity in ａ former stage is to become cayyy･over restraints
　　in the next.
　6. The appropriate length of a stage is 5 ～10 years.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　え　が　き
　育林生産は，一般に植栽に続いて下刈，つる切，除伐，間伐，枝打ちなどの保育作業が行なわれ
た後，さらに長期の管理を経て伐採に至り完了する。経営生産では，これら各種段階の作業か毎年
共存する仕組がとられる。ﾆﾋ地，資本，労働といった資源に制限かおる場合には，当期植栽量は前
期伐採量，当期保育管理作業量に，保育管理作業量は数期あるいは数十期以前の植栽量に限定され
るという特性がそこには生じる。このような同期間および異期間作業量の相互規定性は，経営計画
などに関する線型計画法なかんずく多段線型計画法適用にもっともふさわしいものである。
　しかしながら，林業の経営活動全体の計画，経済計画および予測といった側面での本格的な適用
はほとんど行なわれておらず，部分的な経営技術たとえば造林方法，伐採方法，伐期長などの分離
された形での選択問題に関する接近が認められるにすぎない。これらは，一定作業量に対する最少
費用とか最大収穫量の達成という決定論的接近に現実性の欠除が少ない部分に限られている。その
根拠は，林業生産の長期性ゆえに，経営あるいは経済活動全休を最大利益の持続的実現という命題
のもとに統括してprogrammingを行なう場合，予測価格などといった不確定要素の影響か大と
なり，非決定論的計画法の範ちゅうに入る方法の適用が理論的には妥当となることにある。事実著
者の一人である坂本1）のこれまでの試みもこれに属する。
　とはいえ，非決定論的方法は一般に計算上の困難さを伴なうという欠点をもづので，｡不確実性に
が現段階のprogramming結果に及ぼす影響の重みを操作できるならば，決定論的な多段線型計画
法の林業問題への適用はきわめて有利であるといえる。ただ，この計画法は，林業に適用した場合
Ｈｏｏ１２）も指摘したように,processが極度に分化してprogrammingを困顛にするので，これに
対処する方法あるいは適用分野を考慮しなければならない。この分化は，年々の植伐個所が変るこ
（
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とによって生じる立地条件の平均水準に変化か少ない巨視的経済を対象とした場合には防止できる
可能性かある。
　このような根拠をもとに，きわめて現実的な，概括的な山村経済の計画，とくに予測の方法を探
るという目的をもって，山村経済の典型である林業を中心とした農林複合地域経済に対する多段線
型計画法の妥当な適用形式を明らかにする作業にとりくみたい。接近の手順は，辿用上の問題点を
現実的見地から整理，検討してmodel構成へと迎結し，ついでその結果を現実の地域経済のpro-
grammingに応用して実践性を増加させる方向を探っていく形とする。
　本研究の中で用いる応用計算の林業技術係数決定のために貴ｍな資料を提供して下さった林業試
験場四国支場経営研究室長都築和夫氏に深くお礼を申し上げる。
理論model構成゜
　地域経済の多段線型計画という観点から，これの適用上の林業生産にかかわる問題点を項目別に
検討したのち，まず理論modelを提示する。
　1･　processと稼働
　もっとも一般的である皆伐方式による林業生産を中心に, processおよびその稼働方法のあり方
についてまず考慮しておく。
　林業生産process仝体につ,いて共通の問題点は，さきにものべたようにprocessの細分化に関
するものである。これは，基本的には林分の地位，地利級，樹種，林令，林分構造によって投入，
産出の水準か変化するところから，こういった指標によって異なるprocessの適合を行なうことか
ら生じる。林木は熟期が明確ではないから，林分の保存・伐採に関する選択は自由に行なわれう
る。したがって，始期において同一processに肩している林分でも，第1 stage で一部保残，－･部
伐採，さらに伐採跡地の一部植栽という選択がなされた場合には，つぎのstageではこれらか異な
るprocessに分割されることになる。　このようにしてprocessはいわゆるねずみ算式に増加し，
programmingの期間が長ければ一林業生産の場合には生産期間の長さから必然的にそうなる
一一programmingの実行を阻害するに至る。
　ところが，いま問題にしている地域経済においては林柴生産の対象面積が広いところから，年々
の植伐個所の立地条件か平均値においては平準化され。stageに含まれる,年数か長くなるほど平準
性は増加する。また樹種別割合も同様になる。
　このような観点から，技術係数，利益係数を最大限まで丸めて，これらに対応するprocessを設
定することとし，林業生産processとしては，令級別人工林process.令級別天然林processを
用いることとし，後者は一般的な施業の拵移にならって拡大造林processと特殊林産物process
とに分割する。
　人工林process : 地域ば済の利益を最大化するprogramming問題であるから，利益を本来的
に生じないprocessは稼働しない。　したがって地拵から伐採，販売に至る過程を人工林process
とし, stageに関しては無差別な令級ごとprocessを設定する。また，伐採に連続して植栽か行な
われるものとし，人工林processを強制的に稼働に入らせる。ただし，販売利益の生じない低令級
processは，さきと同様の理由で稼働しえないことから，演算作業量をいたずらに増加させるにす
ぎないので除外する。
　天然林process : これは二種類に分割するが，その一つの拡大造林processは，拡大造林が前
生林分の伐採によって始まり，その伐採利益が見込めるところから，その実体は拡大造林のための
前生林分伐採processとする形が一般的であろう。　ここでは原則的には拡大造林processをその
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ようなものとし，前生林伐除後の育林生産については，地拵以降の生産作業が人工林再生産の場合一
と等しくなるところから，人工林processを適用する。
　しかしながら，前生樹がいわゆる低質広葉樹である場合には伐採利益が生じがたく，独立process
としては成立しない。したがって，これに対しては，前生林分の伐除から新植，伐採，販売に至る
独自のprocessを設けることが望まれるが，こうした場合には前生林分伐採processを採用する
場合の２倍の人工林processを必要とすることになり，著しく実践性を損なう可能性が高まる。こ
れに対処する方策は，近似値を求めるという立場に立って，前生林分伐採processの利益係数を人
為的に操作してprocessの稼働を図ることであろう。
　特殊林産物については，一般的傾向にしたがってシイタケなどをその典型とすることができる。
したがってこのprocessの内容を，天然生広葉樹林分から原木を採取してシイタケ生産を行なうも
のと仮定してみる。この場合は林地において原木林の再生産が行なわれ，拡大造林processとの間
に競合が生じることとなる。したがってこれら二つのprocessは天然林において同時的に稼働可能
でなければならず，ここにTab. 1の稼働方法を設定する。
　農業processとの稼働関係：
　ここでは農林業複合経済を取
扱っているから，資金，労働だ
けではなく長期programming
においては土地の利用をめぐる
競合が生じる。やや短期的には
田畑から林地への移行か今日的
であるが，長期的には林地から
Tab. 1　Simplex Tableau － 1
田畑への移行が含まれることとなる。これに関する稼働の条件づけはTab. 2のように行なうこと
とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　Tab. 2　Simpleχ Tableau－ 2
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　2.　stageおよびprogramming期間の長さ
　総process数はstageの長さ, proramming期間の長さによって大きく変化する。いま人工林
についてだけ考えてみても√stage長1 *F. programming期間長50年，70令階の林分,の存在を
仮定すれば，実働方式，調整方式合計で約7｡000 process となり，演算は天文学的量に達する。
programmig期間はあとにのべる理由で短縮できる可能性が少ないことから，これに対処するため
にはstageを長くしなければならない。このことは農業の生産期間がおおむね１年であることとの
対応を失なわせ，林業に関する利益係数，技術係数にも厳密性を減じさせるという損失をもたらす
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ことは明らかであるが，実践を可能にするためにはやむをえない。かりにstage長を10年とすれば
令級は自動的に1/10となり, process数は70, 5年とすれば280とようやく演算可能領域に入る。
これらの単位長は林業の分期に相当するから，この意味も含めて，5～10年をあてることにならざ
るをえないｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　一方. programmingの期間長は，拡大造林processがさきにのべた利益係数の低さのゆえに稼
働しにくく，前生林分伐除一人工林生産一人工林再生産という流れか長く続くほど，始期の稼
働のしにくさか減少するという技術的な理由と，やはりこの流れを前提として拡大造林か行なわ
れ，それ以降の人工林生産の影響を排除することは現実性を損なうという判断から，少なくとも拡
大造樹以降の人工林生産が終ると予想される長さをあてることか必嬰であると考える。
　3.利益係数
　多段計画法によるprogramming期間は一般にきわめて長い。　この期間中毎年実現する利益は，
実現時点が異なるので等価で評価しない方がよいとする議論かおり，借地林業を対象とした計画問
題において，計画期間始点の前価に割引いた利益額合計を最大化ずる方法をとったＨａｙｎs3）にそ
の典型をみることができる。
　しかしながら，経済単位体，集合体をとわず，その生産活勁は組織を維持するという目的をもっ
ており，利益はそれの達成手段と考らられる。とくに地域経済ともなれば，利益は地域経済を維持
し，地域人口を扶養する手段として認識されなければならない。その意味において，坂本ｏがその
modelにおいて示したように，実現時点の異なる利益もそれぞれ相等しい重みで評価されなけれ
ばならない。したがって，ここでは利益の割引き計算は行わないものとし，利益係数は実現すなわ
ちprocessの稼働時点の生の利益を与える。
　一般に農業生産等の場合には（粗収益一生産，販売費用）という形で利益係数か構成され，地ｲ･気
分，資本利子分は控除されないか，林業生産の場合には投入と産出の間に数十年の待ち時間かおる
ところから，地代分は利益実現後の配分の問題にしかかかわりをもたないゆえに無視するとして
も，利子分の無視には抵抗がある。したがって，これをＤｕｅｒｒ5’におけるように待ち時間による
機会費用分として処理し，地拵，植栽に保育賞用という投入の時点かさまざまに異なる費川利子分
をこれにあて，稼働時点での後価計算によって把握する。
　また，現実問題としてこの場合自家労働のとり扱い方を定めておく必要かある。ここでは，地域
住民の生活を保障しうるprocessが稼働の対象であることか望まれるので，自家労働に対する反対
給付を賃金という形で先行的に規定し，費用の中に含ませることとする。
　4.技術係数
　さきにstageの長さを5～10年単位とすることにしたが，林業生放，とくに人工林processに
おいては，この長さとの関連において技術係数を決定しなければならない。たとえばstageの中点
において一斉に生産か開始されるというものではなく，年々ほぽ同量の而積に対して順次生産を開
始する作業体系を想定する方が現実的である。この場合，地拵，植栽，補柾い下刈，下刈，……と
いう作業が順次毎年開始されるわけで，これに対する技術係数すなわちある特定stageに開始され
る人工林processの技術係数は，最多労働佃:を要する造林，保育作業種組合せが生じる年次の労
働回:をあてることとなる。
　つぎに，農林業生産の必要労働ｍには季節的な変動性か高いことに関連する問題の処理を行なう
必要かある。これに対しては，農業のprogrammingで通常行なわれるように，旬間，あるいは季
別技術係数という形で定式化すれば簡単であるし，現実性も増加する。しかしながら，これによれ
ば旬あるいは季数に対応してprocessが増大する。ここでの重大な関心事はprocessをどのよう
にして節約するかということであるから，安易にこのような借置はとれない。したがって，もしこ
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のような旬，季別分割によって演算が阻害されるおそれがあるならば，労働のような繰越せない資
源については，最大必要労働量を有する旬あるいは季の労働量を技術係数とする措置，最極端な近
似化方法をとる。ただし，これによればprocess問の労働力資源をめぐる時季別の競合実態からの
かけ離れが生じてくるので，できれば季別分割段階程度で近似化を止めることが望ましい。
　このように考えてくると，人工林processの技術係数は，できれば季別の形で，しかも季中最大
点労働量をあて，なおかつstage中最火点労働量という条件つき係数値をとることになる。・しか
しI stage中の年次変化は，造林保育作業の前後stageとの繰越関係を考慮すれば！前後の作業ｍ
に大きな変動がないと予想される場合に限り，近似的には無視され, stage内では年々等質量の作
業の繰返しを想定でき，係数を最大の一値に安定する。
　5.資源制限
　資源制限については労働に関する二つの特殊問題を考えなければならない。
　一つは，林業労働が伐出と育林に関するものに大まかには分類され，前者がとくに体力と特殊な
技能を要求されることからくる。短期問題であれば，始点における二範ちゅう労働量を制限要素量
とすればよいであろうか，長期問題においては，それぞれの範ちゅうの労働力となり,うる労働量を
それぞれの制限量としなければならず，伐出労働は育林労働ともなりうる稼働の方法をとることに
なる。
　他のー･つは労働移動に関辿する。すなわち始点の労働力ば，それ以後のstageにおいても燧保さ
れうるものとは限らず，現実には職業移動を行なって変動するはずである。現在における移動のす
う勢からみてその移動はは山村から離脱する方向にあるところから，あるstageで稼働されない労
働力は次のstageでは流出すると想定することも必要である。したがって，前stage稼働量が次
stage
lii'l限量となる稼働方法の定式化か考えられる。この方法はTab.
3に示すとおりである。
　　　　　　　　　Tab. ３　Carring-overConstraintsabout Regional Labor Force
Stage　→　　　. １ ２
3 ’
　 　 －
● ● ■ ● ● ●
↓ 二回 Pi　　Ｐ２　　Ｐ３ ？1(2)Ｐ！(2)？3(2) ？1(3)？2(3)？3(3)
　なお，いうまでもなく，あるstage以前の植栽量が，そのstageに対する保育量に関する繰越制
限条件を形成する。
　6. modelの定式化
　見込ﾋの考慮の結果を総括して，地域経済modelを構成すれば，つぎのように全く一般的な表現
となる。表現方法については今村6）のものを参考にした。
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　さきに提示したmodelを現実の地域経済に応用して, programmingの演算上の問題も含めた，
より現実的な接近をはかることとする。
　1.対象地
　林野率が高く，拡大造林の余地をかなり残しているうえにシイタケを中心とする特殊林産物生産
が盛んで，かつ多作目組合せの農業が営まれているといった，生産に関する選択幅の大きい町村を
探した結果，こういった要件を満足する高知県幡多郡十和村を対象経済体として選んだ。
　2. programming model
　model構成：　十和村における人工林は大略スギ・ヒノ牛によって構成されており，それらの伐
期は恐らく50年前後と予想されるので. programming期間は｡始点において稼働される拡大造林
が少なくとも１回終結する'と考えられる最短限界50年をもってあて. processを可能な限り節約す
る。
　またこの意味においてstageを10年とする。人工林processは10年単位の令級別に定め，現実
の樹種構成がスギ40％・ヒノ牛60％程度で安定しているところから，この混交比率を固定して令級
ごとに単一とする。また70年生以上の林分は僅かしかないので,60年生以上については単一process
をあてる。
　天然生林については，林令による立木価格の変動か小さいので林令によるprocess分割は行なわ
ず，純林的ナラ林分か多いところから，拡大造林とシイタケ生産の二つのprocessを設定し. Tab.
1のような互換的稼働を行なわせる。
　なお，農業生産のprocessは，演算量節約と興味の中心を林業生産におくことおよび農業生産は
必ずしも多段的とり扱いを要しないところから除外する。ただし，木村の実態にもとづいて農業生
産資源ｍを先取り控除した制限量を用いることとする。
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以上を主な特徴点としてmodel構成を行なうが, processの記号表示はつぎのとおりである。
　p (f)～j）ｙ)･:　stage 1にそれぞれ３～６令級である林分の，･stage Ｚ において稼働する造林
　　伐採process
　几(゛)：　Ｚにおいて稼働する拡大造林のための天然生林伐採process
　几(ｏ　：　Ｚにおいて稼働するシイタケ生産process
　7）14(゛):　stage２でａ令級となる人工林のりこおける造林伐採process
　7）15(ｏ:　stage ３で３令級となる人工林の造林伐採process
　-Pie'":　stage １で拡大造林した林分のりこおいて稼働する造林伐採process
　八7(゛):　stage １ で再造林された林分のＺにおける造林伐採process
　7）18(“｡:　stage ２ で拡大造林した林分のＺにおける造林伐採process
　八9<":　stage ？で再造林された林分のＺにおける造林伐採process
　ｐ　／(t)～Pj(ｏ :　stage １　～stage 4 で伐採されず,かつstage １～stage ４ で６令級に達し
　　た林分のＺにおける造林伐採process
　？9(゛，？lo(ｏ，？11(ｏ，？12(０，7）13印：　Ｚにおける春，夏，秋，冬の伐採搬出各労働ｍ制限
　　process
　工勁）　：　弓(ｏに対応する稼働水準
演算model ：　以上｡の構想と記号制約のもとに演算modelを構成すればつぎのとおりとなる。
　Applied programming mode】
　　　(constraints upper : forest land area, lower : spring, summer, autumn, winter and
　　　professiona! forest lobor)
Z＝1
　aニ1　＾1.121
　X2 < 2.879
　.T3 < .887
　-T-.^ .331
　jｒ5十X6 <. 292. 900
　jｒ6弧117.000
　.0309 J1 十.0309 J2 十.0309 x^ 十.0309 ｚ4 十.0309 jと5十.0976 jむ6^ 50.221
　.0296 jｒ1十.0296 X2 十.0296 X3 十.0296 Xi 十.0296 X5 十.0499 jと6< 34.059
　.0918 jｒ1十.1183 J2 十.4189 3 + .1506 .X4 十.0393 jと5十.1242 XB < 54.918
　.1070 XI 十.1335 jと2十.1641ユ;3十.1758 ごじ4十.0648 J5 十.2041 xs < 78.263
　.0810 a'l 十.1075 xt 十.1381 xs 十.1498 jむ４十.0285 ｚ5 + .0229 XG ≦こ5.341
£＝２
●ヱ14(2)弧58.988　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　，
　工1＋jｒl(2)弧みo(2)＊
　応2十jｒ2(2)弧みo(2)＊
　J3十工3(2)弧&n(2)＊
　jｒ4十jｒ4(2)弧＆)(2)＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀
　ぶ5＋ヱ5(2)＋jｒ6(2)弧みo(2)＊
　ｒ6(2)弧167.000
　　. 0309 .XI十. 0309 xi十.0309 J3 十.0309 jｒ4十.0309 ｚ5 十.0309ごと14(2)十.0390 jｒ1(2)
　十. 0309 .T2<2)十.0309 J3(2)十.0309 jｒ4(2)十.0309 jと5(2)十.0976 jｒ6(2)く50.221
　二0296 J1 十.0296 X2 十.0296 jｒ3･十.0296 J4 十.0296 jじ5十.0296 jｒ14(2)十. 0296 a;i<2)
　十.0296しｒ2(2)十.0296 jむ,(2)十.0296 J4(2)十.0296旭(2)十.0499 jｒ6(.')£34.059
　　.0108 jｒ1十.0108ヱ2十.0108ヱ3十.0108 .XA十.0108 J5 十.0918 .ri4(2卜十.1183 J1(2)
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十.1489 X2(2'十.1606ヱ3(z)十.1795 ｚ,(2)十.0393 .ｚ5(2)十.1242 :c6'2> < 54.918
　.0260 XI 十.0260 ｚ2 十. 0260 xi十.0260 J4 十.0363 J5 十.1070 jと14(2)十.1335ユ;,(2)
十.1641 ｚ2(2)十.1758 J3(2)十.1947 J4(2)十.0648む(2)十.2041 ｚ6(2)弧78.263
　.0810 J14(2)十.1075 ｚ1(2)十.1381 ｚ2(2)十.1498 jと3(2)十.1681 Xi(2)十.0285 xs<-"
十.0229 :c6(2' < 5. 341
Ｚ＝３
　ｊむ15"'< 152. 850
　ヱ14(2)十jz]14(3)£＆)(3)＊
　jｒl十、711(2)十J1(3)弧&o(3)＊
　ぶ2十、ｒ2(2)十jｒ2(3)£&o(3)＊
　ごｒ3＋J4十jと3(2)＋、274(2)十jｒ3(3)十ごU4(3)弧&o(3)＊
　ぷ5＋jｒS(2)＋jz;5(3)£&0(3)＊
　ぶ6(2)十ご716(3)≦て&o(3)＊
　　.0309 jｒ14(2)十.0309 J1(2)十.0309 jｒ2(2)十.0309 .r3<'"十. 0309 2;4(2)十.0309 jと5(2)
　十.0309 .ri5">十.0309 .7;,4<≪十.0309 jzJI(3)十.0309 .ro")十.0309 jと,(3)十.0309 jｒ4(3)
　十.0309 J5(3)十.0976 X6≫) ^ 50.221
　　.0296 jｒ14(2)十.0296 JI(2)十.0296 jｒ2(2)十.0296 jと3(2)十.0296 .r4<2)十.0296 a-5(2)
　十.0296 jｒ15(3)十.0296 1;14(3)十.0296 jｒ1(3)十.0296 .r2≫)十.0296 .7303)十.0296 J4(3)
　十.0296 J5(3)十.0499 .r6<≪^ 34.059
　　.0072 XI 十.0072 J2 十.0072ぶ3十.0072 J4 十.0072 jむ5十.0108工14(2)十. 0108ぷ,(2)
　十.0108 J2(2)十.0108 jと3(2)十.0108 .r4<2'十.0108 jむ5(2)十.0918､ｒ15(S)十.1183 jｒ14(3)
　十.1489 J1(3)十.1606 .r2(3)十.1795 .r3≪>十.1795 .ri'(3)十. 0393 x5")十.1242 x-6≫>^ 54.918
　　.0072 jと1十.0072 .r2 十.0072 X3 十.0072 J4 十.0072､J5十.0260 ､.ri4('-'十.0260 -Ti(2)
　十. 0260 .r2(2)十.0260 jｒ3(2)十.0260 jz74(2)十.0260 .x5<"十.1070a;15(3)十.1335 J14(3)
　十.1641 2;1(3)十.1758 J2(3)十.1947 jむ3べ3)十.1947 jと4'(3)十.0648 a-5("十.2041 XG<'' ^ 78.263
　　.0810 .ri5≫>十.01075 jｒ14(3)十.1381 jｒ1(3)十.1498 .T2'3)十.1687 a:3'(3)十. 1867 xiべ3)
　十. 0285 .r5"'十.0229 .ｒ6(3)弧5.341
Ｚ ＝ ４
　 ● ● 丿 ● ･ ● ● ● ● ･ ● ● ･ ● ･
Ｚ＝５
(maximization)
Z = 163 .XI
　十310､.ri≪>
　＋310ぶ14(3)
(3)
十　410 .X2 + 454 .ｚ3　十　・535 jと，十一〇 J5　十　19 J6　+ 163 .7;i4<2)
十･454 ｡72(2)＋5135 .r3(2) + 584 ｔ4(2)十　〇 .r5'2>十　19 .T6≪) + 163 J15(3)
+ 454 J1(3)＋535ごｒ2(3)＋584 :c<!(2>+ 584ぶ4(3)＋584 .r5"> + 584 J4(3)
　　　十　〇ぶ.-(3)十　19 .r6<3'+ 159ごri6≪'+ 163 .zi7<'"+ 310 .ri5(^)+ 454 .xuW+ 535 xi(t>
　　　+ 584 .■C2'(''>+ 584 X3'W+ 584 .X4'<<'十　〇jｒ5(4)十　19J6(4)十｡159 jｒ18(5)＋304jｒ16(5)
　　　+ 163 -ri9(" + 310 jとn<5)+ 454 jｒ1S(5)＋535コ:n<≪+ 584 .ri'<5'+ 584 -X2'(S)+ 584 :C3'(≫
　　　+ 584 .r4'(≫十　〇 Z5(5)十　19 .r6<=>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4)
　これら(3), (4)式に用いた諸係数および制限量の算定基礎資料としては，林業生産processに関し
ては林業試験場四国文場経営研究室，シイタケ生産に関しては十和村農協，労働に関しては高知県
農政課，十和村役場から提供されたものを用いた。年次は1970年である。
　2.解と考察
　最適解は第26段階でえられたがその結果を簡約したものをTab. 4として示し，演算の経過から
みた問題点の検討を行なう。
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　　　Tab.　4　Optimum Solution (the 26”｀Step）
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Stage Process Activitylvel
ActivityRatioof
ProessionalForestLabor Force
Profit
１
7)5
F6
1,248　　ha
　779
1.00
　　billion-yen
14
２
？1(2)
p,(2)
P,m
F4≪'
J-.5C2)
？14(2)
72
29
　9
　3
891
　54
0.82 67
３ ？14(3) 536 1.00 166
４ ？1G(4) 712 1.00 113
５ P16(5) 536 1.00 163
stage : 10 years
　拡大造林processの稼動：これは第26段階に至るまで稼働せず，もし労働に関する制限が大で
あれば拡大造林の実行が予瓜LL否定されることになる。これは現実性の問題にかかわるが，この地
方における拡大造林は労働力が流出しない段階に実行されるすう勢にあること，このprocessが稼
働すれば人工林生産がこれに続くことから，稼働しうる条件設定をより厳しく行なう必要か尽る。
programming期間を長くすることも一つの方法であるが，信頼性の乏しい長期予測結果か現段階
の稼働により多く影響を与えることを回避する意味から，林地の制限量をstageで均一化する方式
が考慮されてもよい。
　稼働水準：Tab. 4によれば而積的稼働水厚に時系列変動か大きい。･これは傾向変勁と読みとれ
なくもないか，この傾向性がくづれる場合には，稼動牢が下った時点で失なわれた労働力人口の回
復か不能となり易いという山村の事情と照合すれば，やはり予測の現実性を減じる。これに対して
は，この例で行なわなかった，資源制限の均一化と労働力稼働ｍを次stage制限量とするてだてが
必要であろう。このことは利益の平厚化についても共通する。
　労働制限：この例では季別労働制限の転出が行なわれなかった。このことは林業労働力か農家に
潜在化していることと対応しようが，このような労働力資源量のもとでは，技術係数を細分化する
ことで，いたずらに演算量が増加するだけである。したがって制限要素がはたして十分に制限的で
あるかどうかの見きわめが先行してなされる必要がある。
　資金制限：ここでは資金制限を設けなかったか，とくに予測の現実性，傾向変勁的process稼働
条件の設定のためには，あるstageの利益が次stageの稼働を規制する繰越制限条件設定が望まし
いｏ
ま と め
　多段線型計皿i法を林業地域の経済に関する主として予測のprogrammingに応用するための方法
上の問題について分析したが，総括としてつぎのことがいえる。
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　①利益係数にはstageによる重みの差を必要としない。
　②伐採・造林の連続によって人工林processを強制稼勤し，伐採・造林・保育作業過程を単一
のprocessに組みこみ，利益係数か（十）になるまで稼働対象に採用しないことが望ましい。
　③再造林段階でprocessを令級ごとに単一化することで十分であろう。
　④土地に関するprocess間の相互利用方式を設定してもよい。
　⑤それ自身は利益が少ないが将来大きい利益を生むprocessにつながる拡大造林processを稼
働させる条件設定は，期間の延長よりも制限条件のstage間均－によることが望ましい。
　⑥利益，稼働水準のrandom変動対策として，前stage稼働量を繰越制限要素化してよい。
　⑦stageは5～10年が適当である。
文 献
1）坂本　格，林業経営におけるRisk Programming に関する研究．九大演報, No. 40, 142-227 (1966).
2) Hool, J. N. , Determination of small woodlot cutting schedu】es using Markov processes. Unpublished
　Manuscript, Purdue Univ. , Lafayette, Ind. p. 117 (1964).
3) Haynes, W. N. , Forest regulation plan of Union Bag and Paper Corporation. Ｓ　ｃｏｎｄＣｏｎｆｅｒｅｎｃｅ
　ｏｎＳｏｕtheｒｎＩｎｄｕｓｔｒｉａｌＦｏｒｅｓt　Ｍｎａｅｅｍｅｎt.June ５and ６. Dune Univ. , Durham, North Carolina,
　p. 9―22 (1956).
4）坂本　格，前掲, 163―172.
5) Duerr, W. A. , Fundamentals of forestry economics, p. 101―119> McGraw-Hill) New York
　　(1960).
6）今村幸生，農業経営の設計.ｐ.207－209，養賢堂，東京(1969)
(昭和47年９月27日受理)
